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『しくみがわかるベイズ統計と機械学習』正誤表（2020.7.28 更新）

【第 1刷】

pg.122の式 6.14にて、z(i) は one-hotベクトルのため、p(z(i)|π)に多項分布
を代入するよりもマルチヌーイ分布を代入する方が望ましいです。その場合、

式 6.14は以下になります。

Ep(z(i)|x(i),θ̂)

[
log p(z(i)|π)

]
= Ep(z(i)|x(i),θ̂)

log
 k∏

j=1

π
zij

j

 (1)

= Ep(z(i)|x(i),θ̂)

 k∑
j=1

zij log πj

 =
k∑

j=1

Ep(z(i)|x(i),θ̂) [zij ] log πj

pg.156の式 7.29の直後の段落にて、ζ は ξ であり、ϕは ψです。

pg.174, 図 8.4の説明文の 3行目、不等号が逆になっていました。

誤:

もし q(x(t)|y̌)b(y̌)
q(y̌|x(t))b(x(t))

≤ ž であれば

正:

もし q(x(t)|y̌)b(y̌)
q(y̌|x(t))b(x(t))

≥ ž であれば
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pg.152の下から 3行目：

誤:

ψ, β, κ, ξ はパラメータについてのパラメータであるので

正:

ψ, β, κ, ξはパラメータについてのパラメータであるので

pg.152-159, xと z の分布のパラメータとして現れる ψ, β, κ, ξ はベクトルあ

るいはその成分に直す必要があります。

誤 p(x, z,µ,λ|π, ψ, β, κ, ξ) p(µ,λ|ψ, β, κ, ξ) p(µj , λj |ψ, β, κ, ξ) NG(µj , λj |ψ, β, κ, ξ)
正 p(x, z,µ,λ|π,ψ,β,κ, ξ) p(µ,λ|ψ,β,κ, ξ) p(µj , λj |ψj , βj , κj , ξj) NG(µj , λj |ψj , βj , κj , ξj)

pg.153, 図 7.2：
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pg.159-162, ψは ψj、β は βj、κは κj、ξ は ξj に直す必要があります。

pg.175, 式 8.12の第 1行：
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誤:

α(y,x)q(x|y)π(y)

正:

α(y,x)q(y|x)π(y)

また、より詳しくした説明として、pg. 174の下から 2行目「これを使って以

下の式変形が行える。」を補うと以下になる。

xから yに遷移する確率はMH法の定義より q(y|x)と α(x,y)の積となるた

め、p(y|x) = α(x,y)q(y|x)である。これらを使って以下の式変形が行える。

pg.188, 式 9.7の最終 2行：

誤：

=
1

2

k∑
j=1

(
− log σ2

j − 1 +
2µ2

j

σ2
j

−
µ2
j

σ2
j

+
1

σ2
j

)

=
1

2

k∑
j=1

(
− log σ2

j +
µ2
j + 1

σ2
j

)
+
k

2

正：

=
1

2

k∑
j=1

(
− log σ2

j − 1 +
2µ2

j

σ2
j

−
µ2
j

σ2
j

+ σ2
j

)

=
1

2

k∑
j=1

(
− log σ2

j +
µ2
j

σ2
j

+ σ2
j

)
− k

2
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pg.188, 式 9.7の直後の説明：

誤：

EN (zj |µj ,σ
2
j )

[
z2j
]
= 1/σ2

j を使った。

正：

EN (zj |µj ,σ
2
j )

[
z2j
]
= σ2

j を使った。

pg.189, 9.2.4節の第 2行：

誤：

pθ(x|z)

正：

pθ(z)

pg.196, 章末問題解答における問 3-3の解答：

誤:

3-3:

p(x =甘い |y =出る) =
p(x =出る |y =甘い)p(y =甘い)

p(x =出る)
=

0.6 · 0.1
0.15

= 0.4

正:

3-3:

p(x =甘い |y =出る) =
p(y =出る |x =甘い)p(x =甘い)

p(y =出る)
=

0.6 · 0.1
0.15

= 0.4


